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１．はじめに  

2011 年東日本大震災後の液状化対策としては，茨城県東海村緑が丘地区，潮来市日の出地区，神栖市掘割

地区，鹿島市駅西地区・鉢形地区・平井東部地区で開削工法による暗渠管埋設が行われた．その後，現在，千

葉市美浜区磯辺 3・4 丁目地区では推進工法による地下水位低下工法 1),2),3)による液状化対策工事が行われて

いる．しかし，2016 年熊本地震で液状化被害が顕著な熊本市の近見地区から川尻地区の箇所では，旧河川敷

の「液状化の帯」と言われる旧鹿児島街道等沿いの線状の区間で，狭小な道路に多くのライフラインが占有し

液状化地区内を道路で囲むことが困難なため有効な液状化対策事業が進んでいない状態にある．そこで，本論

文ではリターン型推進による液状化対策地下水位低下工法の開発及び試験施工した結果について述べる． 

２．リターン型掘進機の開発 

既存の推進工法による地下水位低下工法 1),2),3)は、

立坑を掘削し立坑間を推進工法で連結させ到達側で

の引抜き方式で土質が粘性土・砂質土に限定され，管

路延長 50ｍ，上限地下水圧は 20kN/m2 が限界である．

そこで，図-1は到達立坑が無くても施工できるリター

ン回収型工法を開発した．図-2はリターン型掘進機の

要である掘進機先端のカッター伸縮のイメージで，写

真-1 は実際の製品を用いたヘッド格納の確認状況で

ある．この工法は，土中に礫・玉石まじり土（呼び径

100％以下）でも掘削が可能で，適用延長が 70ｍ～100

ｍ，上限地下水圧が 150kN/m2でも施工できる．また，

立坑の最小径が従来φ2,500mm のものをφ2,000mm ま

で縮小できる．既存工法の推進工法などで設計した場

合に比べ 30%程度のコスト低減になる． 

３．リターン型掘進機の試験施工  

図-3 は試験施工の設計図で，地上においてタンク内に砂利の礫材に土砂を詰め，掘進機を掘進させた後，

カッターを格納し掘進機を引抜きさせる試験施工を行った．写真-2 は 試験装置の製作状況で，写真-2 が試

験施工の状況である．その試験結果，以下の事項を確認し，施工が十分可能であることが明らかとなった． 

① 掘進中の土砂内において，掘進機本体引抜きに伴い，自動的にカッターがヘッド内に格納し，外径φ355.6

㎜（内径φ336.6 ㎜）鋼管内に引抜き可能であることを確認した． 

② 礫層において掘進機ヘッドが礫を破砕しながら掘進可能であることを確認した． 

                

          

図-2 掘進機先端のカッター伸縮格納イメージ 
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図-1 リターン回収型推進工法のイメージ 
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写真-1 進機先端のカッター伸縮格納の確認状況 

 

 

 

 

 

 

(a)据え付け            (b)推進           (c)引き抜き 

図-3 試験施工の手順図 

 

 

 

 

 

      

(a)試験装置の製作状況  (b)砕石（砂利）の投入    (c)砂による充填     (d)推進の鞘管 

       

 

 

 

 

 

(e)推進削孔の施工  (f)推進削孔後      (g)推進後のヘッド     (h)削孔後の砕石 

写真-2 試験施工の状況 
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